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常
任
幹
事
会
・
幹
事
会

　
11
月
13
日
に
銀
座
南
海
ビ
ル

に
て
第
２
回
の
常
任
幹
事
会

を
、
12
月
10
日
に
市
ヶ
谷
の
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
で
第
２
回

幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　
年
間
活
動
や
次
回
総
会
・
懇

親
会
の
準
備
状
況
の
報
告
と
、

会
勢
拡
大
に
関
す
る
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
幹
事
会
の
最
後
に
は
、
会
議

会
場
を
別
室
に
変
え
て
、
校
歌

を
高
唱
し
年
の
瀬
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
！

　
【
会
勢
の
現
況
】

 

名
簿
記
載
人
数

　
　
　
　
　
　
3
0
8
7
人

 

う
ち
物
故
者
等
を
除
く
会
員
数　

　
　
　
　
　
　
2
5
5
7
人

  

郵
送
不
達
の
方

　
　
　
　
　
　
　
3
1
9
人

　
　
第
五
十
六
回
総
会

　
　
　
五
月
十
日
に
開
催
し
ま
す
！　
　

　
本
年
の
第
56
回
在
京
白
堊
会

総
会
・
懇
親
会
は
、
５
月
10
日

（
土
）
15
時
よ
り
、
ホ
テ
ル
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
昨
年
と

同
じ
会
場
）
に
て
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、「
通

常
開
催
」
に
復
帰
し
て
３
年
目

を
迎
え
ま
す
。
各
年
次
の
同
期

の
皆
様
に
お
声
が
け
い
た
だ

き
、
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
懐
か
し
い
友
人
と
と
も

に
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

　
総
会
で
は
、
今
年
度
の
活
動

報
告
お
よ
び
収
支
報
告
並
び
に

来
年
度
の
活
動
計
画
・
収
支
予

算
案
を
上
程
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
、
村

上
雅
人
さ
ん
（
昭
和
49
年
卒
）

に
よ
る
「
自
彊
や
ま
ず
」
と
題

し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
各

サ
ー
ク
ル
の
紹
介
な
ど
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
今
の
物
価
上
昇
の
影
響
を

受
け
、
誠
に
心
苦
し
い
の
で
す

が
、
今
回
よ
り
参
加
費
を
1
万

円
に
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
参
加
申
し
込
み
は
、
W
E
B

申
込
（
上
記
QR
コ
ー
ド
か

ら
エ
ン
ト
リ
ー
）
ま
た
は

同
封
の
振
込
用
紙
（
懇
親

会
費
＋
年
会
費
に
チ
ェ
ッ

ク
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
　

　
総
会
に
ご
参
加
い
た
だ

け
な
い
方
も
、
同
封
の
振

替
用
紙
に
て
年
会
費
2
千

円
の
お
振
込
み
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
お
振
込
み
は
可

能
な
限
り
窓
口
で
は
な
く

A
T
M
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
村
上
雅
人
さ
ん

　
昭
和
49
年
盛
岡
一
高
卒
業
、

1
9
8
4
年
東
京
大
学
博
士

課
程
修
了
。
新
日
鉄
研
究
所
、

超
電
導
工
学
研
究
所
を
経
て

2
0
0
3
年
よ
り
芝
浦
大
学

教
授
、
２
０
１
２
〜
２
０
２
１

年
ま
で
同
学
長
を
務
め
る
。

　
世
界
最
強
の
超
電
導
磁
石
の

開
発
に
成
功
し
、
日
経
BP
賞
、

W
orld Congress

　
　

Superconductivity Award

、

岩
手
日
報
文
化
賞
な
ど
を
受
賞
、

論
文
引
用
件
数
が
世
界
の
ト
ッ

プ
テ
ン
に
。

　
著
書
に
は
理
工
数
学
シ
リ
ー

ズ
を
は
じ
め
と
し
て
、
専
門
書

は
30
冊
を
超
え
る
。
教
育
関
連

で
は
、「
大
学
を
い
か
に
経
営

す
る
か
」（
飛
翔
舎
、
２
０
２

３
）
な
ど
が
あ
る
。

　
現
在
、
文
科
省
の
Ｄ
Ｐ
事
業

委
員
会
委
員
長
、
岩
手
県
の
Ｄ

Ｘ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
希
望
郷
い

わ
て
文
化
大
使
も
務
め
て
い
る
。
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年

次

幹

事

昭和24年卒 吉田博文 昭和 47年卒 藤井則夫、志和利彦、砂金良明
昭和 26年卒 神山眞澄 昭和 48年卒 戸田純、岩瀬佐千世
昭和 30年卒 茂尾紀子 昭和 49年卒 金子得栄、及川桂
昭和 31年卒 阿部克行 昭和 50年卒 三浦千波、松坂裕希、伊東明子
昭和 32年卒 阿部靖 昭和 51年卒 佐川理香
昭和 33年卒 綾部祥一郎 昭和 52年卒 佐々木義治、作山久美子、遠藤秀信
昭和 35年卒 白崎雄司、戸田晃鐡、大内秀之 昭和 53年卒 宮野谷篤、三浦千江美、工藤泰幸
昭和 36年卒 間瀬隆男、星邦彦、瀬川晋、金山文彦 昭和 54年卒 日向裕司、君塚郁夫、木村忠文
昭和 37年卒 八重嶋史生 昭和 55年卒 澤完司、伊藤総、猪狩大樹
昭和 38年卒 村田孝夫、稲垣裕雄 昭和 56年卒 八重樫永規、佐々木貴司、大角亨
昭和 39年卒 鷹觜義哲 昭和 57年卒 國本聡
昭和 40年卒 細越博資、戸来ソウ子 昭和 58年卒 咄下泰男、志和成紀、佐々木謙治
昭和 41年卒 畠順一郎、高橋利宏、白石源次郎 昭和 59年卒 山内道八
昭和 42年卒 山田武秋、船越巧子、中村久男、石井充 昭和 60年卒 三浦一彦
昭和 43年卒 澤藤隆一、一戸裕子 昭和 61年卒 藤澤貢、及川範子
昭和 45年卒 加藤文也、岩澤新治 昭和 62年卒 森萩裕子、高林浩司
昭和 46年卒 大信田洋子、岩泉宏 昭和 63年卒 菊地拓、中野泰

在京白堊会組織図
総 会

常 任 幹 事 会

会
長

副
会
長

常
任
幹
事

会
計

事
務
局

会
計
監
査

幹 事 会

本
会
組
織
図
と
年
次
幹
事
の
ご
紹
介

　
本
会
の
組
織
は
、
毎
年
１
回

開
催
さ
れ
る
最
高
決
定
機
関
の

総
会
の
下
に
下
図
の
機
構
で
構

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
執
行
機

関
と
し
て
、
各
卒
業
年
次
の
代

表
者
で
あ
る
年
次
幹
事
（
左

表
）
に
よ
る
幹
事
会
お
よ
び
会

長
、
副
会
長
等
の
役
員
を
含
む

世
代
代
表
者
に
よ
る
常
任
幹
事

会
で
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
幹
事

の
方
々

に
変
更

や
誤
り

が
あ
り

ま
し
た

ら
事
務

局
ま
で

ご
連
絡

く
だ
さ

い
。

　
ご
覧
の
と
お
り
、
平
成
卒
業

年
次
以
降
の
幹
事
が
未
登
録
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
年
次
同
期
会
な
ど
の
場

で
ご
協
議
い
た
だ
き
、
幹
事
候

補
を
選
出
の
う
え
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
幹
事

の
登
録
は
会
勢
拡
大
に
向
け
た

重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

有
志
の
活
動
紹
介
　

　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　
こ
れ
ま
で
年
始
の
Ｏ
Ｂ
総
会

以
外
で
集
ま
る
機
会
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨

年
の
在
京
白
堊
会
を
機
に
世
代

を
超
え
た
交
流
が
生
ま
れ
、
12

月
に
は
、
昭
和
39
年
卒
か
ら

令
和
5
年

卒
ま
で
の

60
年
の
世

代
差
を
超

え
た
21
名

が
参
加
す

る
在
京
Ｏ

Ｂ
大
忘
年

会
が
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は

ほ
と
ん
ど
が
初
対
面
に
も
か
か

わ
ら
ず
一
高
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
盛
り
上
が
り
、
縦
の
繋
が

り
を
強
く
実
感
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
最
近
の
一
高
は
人
手
不
足
に

直
面
し
て
い
ま
す
が
、
岩
手
在

住
の
Ｏ
Ｂ
が
外
部
コ
ー
チ
を
務

め
た
り
Ｏ
Ｂ
の
白
堊
ク
ラ
ブ
が

練
習
相
手
と
し
て
協
力
す
る
な

ど
、
一
丸
と
な
っ
て
現
役
を
支

え
て
い
ま
す
。

 

世
代
を
超
え
た
繋
が
り
を
大

切
に
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も

在
京
Ｏ
Ｂ
の
集
ま
り
を
企
画
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
及
川 

知
宙
（
平
18
卒
）

白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ

　
2
0
2
5
年
3
月
1
日
に

東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
に
て
第
9

回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
東
京
医
大
整
形
外

科 

西
田
淳
教
授
（
昭
和
52
卒
）

に
「
悪
性
腫
瘍
切
除
後
の
骨
盤

輪
の
再
建
」
を
ご
講
演
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
10
月
に
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
「
終
身
名

誉
代
表
幹
事
」 

柴
孝
也
先
生
を

偲
び
、
故
人
の
ご
功
績
や
在
り

し
日
の
動
画
・
写
真
を
披
露
し

た
。

　
当
日
は
故
柴
先
生
の
お
嬢
さ

ん
と
お
孫
さ
ん
、
岩
手
県
医
師

支
援
推
進
室
の
方
々
も
参
加
さ

れ
、
総
勢
36
人
で
懇
親
会
も
和

や
か
に
行
わ
れ
、
毎
年
3
月
第

1
土
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
を

約
束
し
て
散
会
し
ま
し
た
。
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白
堊
同
窓
会
百
周
年　

　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
九
日
、
記
念
式
典
開
催　

　
昨
年
10
月
19
日
、
白
堊
同
窓

会
総
会
と
同
窓
会
設
立
百
周
年

の
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
10
年
卒
業
生
が
幹
事

を
務
め
、
盛
大
な
会
と
な
り
、

在
京
白
堊
会
か
ら
も
多
く
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
で
退

任
さ
れ
た
藤
尾
会
長
か
ら
寄
稿

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
隣
同
窓
会
の
紹
介

と
し
て
在
仙
白
堊
会
の
活
動
を

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶

　
白
堊
同
窓
会
前
会
長

　

 

昭
和
45
年
卒　

 

藤
尾 

善
一　

　
平
成
29
年
10
月
に
就
任
以
来

の
7
年
間
、
各
位
の
ご
協
力
の

も
と
会
長
と
し
て
の
職
責
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
っ
た
か

と
は
存
じ
ま
す
が
、
な
ん
と
か

コ
ロ
ナ
の
災
厄
を
乗
り
越
え
、

白
堊
校
百
四
十
周
年
及
び
同
窓

会
百
周
年
の
各
記
念
事
業
の
実

施
や
、
HP
の
開
設
、
コ
ン
ビ
ニ

収
納
の
開
始
な
ど
に
も
鋭
意
取

り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

い
ず
れ
も
在
京
白
堊
会
は
じ
め

わ
が
同
窓
生
の
大
き
な
力
に
支

え
ら
れ
、
所
期
の
目
的
を
達
す

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。
重
ね
て
感
謝
の

念
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　
さ
て
、
わ
が
同
窓
会
の
誇
る

べ
き
も
の
を
あ
げ
る
と
す
れ

ば
、
地
域
や
職
場
ご
と
、
ク
ラ

ブ
や
卒
業
年
次
ご
と
な
ど
、
他

校
に
は
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
多

様
か
つ
多
数
の
同
窓
会
、
Ｏ
Ｂ

会
な
ど
活
発
な
交
流
の
「
輪
」

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ

の
頃
の
独
特
の
伝
統
文
化
の
体

験
を
通
じ
た
つ
な
が
り
で
あ

り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
先
輩
後
輩

分
け
隔
て
な
く
心
の
響
き
あ
え

る
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
い
ず
れ
も
が
そ
の
中
心

は
、
わ
が
母
校
で
あ
り
、
今
な

お
大
き
な
力
を
与
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

在
京
白
堊
会
は
こ
れ
ら

「
輪
」
を
代
表
す
る
存
在
で
す
。

そ
の
旺
盛
な
る
活
動
は
、
他
の

「
輪
」
の
規
範
と
な
る
も
の
と

存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
母
校
発
展
と
会
員

の
親
睦
交
流
促
進
に
更
な
る
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
結
び
に
、
戸
田
会
長
は
じ
め

在
京
白
堊
会
各
位
の
益
々
の
ご

健
勝
と
貴
会
の
一
層
の
御
隆
盛

を
祈
念
し
、
退
任
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

在
仙
白
堊
会
よ
り

　
　
　
　
　

　
在
仙
白
堊
会
は
、
宮
城
県
内

在
住
の
盛
岡
一
高
卒
業
生
の
親

睦
会
と
し
て
発
足
、
本
校
創
立

記
念
日
で
あ
る
5
月
13
日
に
実

施
す
る
「
在
仙
白
堊
会・総
会
」

の
準
備
・
当
日
の
運
営
が
主
な

活
動
と
な
り
ま
す
が
、
当
日
の

内
容
検
討
の
為
、
年
数
回
は
役

員
・
事
務
局
で
の
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
ま
す
。 

　
総
会
は
例
年
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
仙
台
に
て
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
第
一
部
は
在
仙
物

故
会
員
へ
の
黙
祷
か
ら
開
会
、

永
山
勝
教
会
長
（
昭
41
年
卒
）

の
挨
拶
、
常
任
監
事
か
ら
の
会

計
報
告
を
経
て
在
仙
白
堊
会
会

員
に
よ
る
特
別
講
演
と
続
き
ま

す
（
こ
こ
数
年
は
医
療
関
係
会

員
に
よ
る
健
康
に
関
す
る
話
題

が
人
気
で
す
）。

　
第
二
部
懇
親
会
は
当
日
ご
出

席
さ
れ
た
先
輩
に
乾
杯
の
音

頭
を
お
願
い
し
ス
タ
ー
ト
。

白
堊
会
会
長
の
ご
挨
拶
と

現
盛
岡
一
高
校
長
よ
り
の

母
校
近
況
報
告
を
頂
き
ま

す
。
こ
の
辺
り
か
ら
会
場

は
徐
々
に
熱
気
を
帯
び
て

参
り
ま
す
！
在
学
当
時
の

気
持
ち
が
一
気
に
甦
り
、

テ
ー
ブ
ル
毎
に
同
級
生
同

士
の
情
報
交
換
や
想
い
出

話
、
学
年
を
超
え
た
濃
密

な
交
流
空
間
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
時
間
は
あ
っ
と
言

う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、

最
後
の
校
歌
斉
唱
・
エ
ー

ル
に
会
場
は
最
高
潮
の
盛

り
上
が
り
を
迎
え
、
副
会

長
の
閉
会
挨
拶
に
よ
り
名

残
惜
し
く
も
お
開
き
と
な

り
ま
す
。

 
様
々
な
世
代
の
在
仙
卒
業

生
が
会
す
る
こ
の
在
仙
白

堊
会
、
運
営
を
お
手
伝
い
す
る

身
と
し
て
は
定
期
的
に
開
催
す

る
大
切
さ
を
感
じ
入
る
場
で
も

あ
り
ま
す
。
先
輩
諸
兄
と
の
新

た
な
交
歓
の
場
と
し
て
、
ま
た

同
級
生
と
の
旧
交
を
温
め
る
絶

好
の
機
会
と
し
て
、
在
仙
卒
業

生
各
位
の
ご
参
加
を
切
に
願
う

次
第
で
す
。

事
務
局 

箱
崎
英
二（
昭
58
年
卒
）  

☎090 -9038-5990 
 hakozaki@aa.cyberhome.ne.jp
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第 27 回 歌の祭り 開催概要
・日時：2025 年 4 月 20 日（日）　開催時間：13 時～ 17 時（予定）
　　　　受付開始：12 時 30 分（予定）
・会場：環境スペース　エビスタ（☎ 090-6476-7109）
　　　　　〒 150-0013 東京都渋谷区恵比寿 3-28-12ATY ビル 1 Ｆ
・会費：2,500 円程度（参加人数で変わります）　
・エントリー曲数：1 人 2 曲以内
・申込・問合先：高橋利宏（Ｓ 41 卒）  ☎ 090-6476-7109
　　　　　　　　〒 174 － 0064 東京都板橋区中台 3-27 Ｇ 801
　　　　　　　　Mail：toshi.takahashi@i.softbank.jp
・申込締切：3 月末日

白
堊
藝
術
祭　

　　
第
17
回
白
堊
藝
術
祭
は
昨
年

12
月
5
日
〜
10
日
に
神
田
神
保

町
の
文
房
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
書
道
、写
真
、

絵
画
な
ど
60
点
以
上
の
力
作
が

展
示
さ
れ
、
会
期
中
に
は
後
藤

宇
紀
子
さ
ん
と
望
月
美
咲
さ
ん

に
よ
る
「
歌
と
朗
読
」、
歌
の

祭
り
イ
ベ
ン
ト
、
野
口
田
鶴
子

さ
ん
の
「
朗
読
」
も
行
わ
れ
、

来
場
者
は
心
を
洗
わ
れ
る
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
会
期
中
は
出
品
者
だ
け
で
な

く
来
場
者
同
士
の
交
流
の
場
と

し
て
も
定
着
し
、
大
切
な
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
、
今
年
12
月
10
日
〜

16
日
に
同
じ
く
文
房
堂
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
予
定
で
す
。
さ
ら

な
る
作
品
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

在
京
白
堊
会
「
歌
の
祭
り
」

　　
昨
年
12
月
９
日
（
月
）
に
神

田
文
房
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開

催
さ
れ
た
白
堊
芸
術
祭
で
、
最

年
少
の
市
田
さ
ん
（
昭
52
卒
）

を
含
め
歌
の
祭
り
有
志
15
名

（
組
）
が
歌
唱
、器
楽
演
奏
（
ソ

ロ
、
ト
リ
オ
）
を
披
露
し
、
ご

来
場
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
声
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

● 

第
26
回
歌
の
祭
り
の
報
告

　
10
月
８
日
に
北
沢
タ
ウ
ン

ホ
ー
ル
・
ス
カ
イ
サ
ロ
ン
で
開

催
。
昭
和
31
年
卒
の
阿
部
さ
ん

か
ら
昭
和
47
年
卒
の
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ａ
47
の
皆
さ
ん
ま
で
、
21
名
の

ご
出
演
で
充
実
し
た
歌
の
祭
り

と
な
り
ま
し
た
。

●
「
白
堊
有
志
に
よ
る
歌
の
祭

り
」
参
加
者
募
集

 　
「
歌
の
祭
り
」
は
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
ず
、
プ
ロ
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
伴
奏
で
歌
唱
を
楽
し
む
会

で
す
。
ソ
ロ
ば
か
り
で
な
く

デ
ュ
エ
ッ
ト
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
他
、
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
等

器
楽
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

　
定
例
会
は
年
２
回
開
催
（
４

月
、
10
月
頃
）
し
、
12
月
の
白

堊
芸
術
祭
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。

　
次
回
は
左
記
の
要
領
で
開
催

し
ま
す
。
初
め
て
の
皆
さ
ん
も

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

見
学
だ
け
の
ご
参
加
（
入
場
料

無
料
！
）
も
歓
迎
し
ま
す
。

 

在
京
白
堊
会
「
ゴ
ル
フ
大
会
」

「
第
19
回
大
会
の
報
告
」

期
日
：
令
和
６
年
11
月
３
日
、

大
宮
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
者
：
16
名
（
昭
40
卒
２

名
、
昭
42
卒
５
名
、
昭
48
卒
３

名
、
昭
和
53
卒
２
名
、
昭
59
卒

２
名
）

団
体
戦
（
年
次
対
抗
）

　
優
勝　

 

昭
48
卒

　
準
優
勝 

昭
42
卒

　
３
位　

 

混
合
Ｂ

　
　
　
　
　

 （
昭
58
＋
59
卒
）

個
人
戦

　
優
勝　

 
志
智
（
昭
48
卒
）

　
準
優
勝 

石
井
（
昭
42
卒
）

　
３
位　

 

川
畑
（
昭
53
卒
）

　
次
回
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
11
月

９
日
（
日
）
に
、
昨
年
と
同
じ

大
宮
国
際
ゴ
ル
フ
場
で
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
幹
事
：
昭
48
卒
戸
田

        toda@ken-kukan.co.jp  

）

　
岩
手
県
人
連
合
会

　
　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
ご
案
内

　
岩
手
県
人
連
合
会
は
在
京
の

高
校
同
窓
会
、
各
市
町
村
ふ
る

さ
と
会
な
ど
80
団
体
の
集
合
組

織
で
す
。
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、

10
月
10
日
（
金
）
千
葉
県
「
紫

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
あ
や
め

コ
ー
ス
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

個
人
戦
、
団
体
戦
が
あ
り
、
在

京
白
堊
会
も
団
体
参
加
し
ま

す
。
昨
年
は
百
名
参
加
の
コ
ン

ペ
で
し
た
。
4
人
一
組
の
申
込

み
で
も
、
個
人
で
の
申
込
み
で

も
可
能
で
す
、
幹
事
が
団
体
構

成
し
て
申
込
み
し
ま
す
。

（
幹
事
：
昭
48
卒
戸
田

    　

toda@ken-kukan.co.jp  

）

連絡先
【事務局】
TEL (03)6822-6333
FAX (03)6822-6311
soitogml@gmail.com
　　事務局長　伊藤　総

【会報編集部】
TEL(080)7518-1655
Hakua1970@gmail.com

岩澤　新治
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